

















































































































慶応元 (1865)年 4月 14日のプチジャン司教 12)の日記に『天地』についての記載がある。
『天地』がキリシタン以外の人の目に触れた最初の記録とされている。長崎浦上の潜伏キリ
シタン、ドミンゴ又一がプチジャン神父に手渡した『天地始りの事』がそれで、文政 5 
(1822)年か 6 (1823)年の口伝を筆写したものとされているが、現存していない 13)。物語の成
立は不明であり、作者複数説もある。成立年代は今のところ 2説ある。言語学的観点から




















































































































































ごとくになりけり ( j)。かねゆゑ目のくれる事此ゆへ也 (k)。（後略）
 (a) 盲目 (b) 磔。ここでは磔刑にあっている者を指す。
 (c) とどめ (d) 懇ろに、親身になって、丁寧に。
 (e) かっとみひらき (f ) 奇妙奇妙
 (g) 明るくはっきりとしている。目が見えるようになったことを指している。
 (h) もう少し (i) まなこ
 ( j) 目がつぶれて、あっという間に元通りに戻ってしまった。






















































































































































 1.  当道座（男性盲人組織）を公認し、自治と組織成員に対する裁判権を付与すること。




















 3.  金銭貸付業の営業を認可し、他の債権に対する当道座債権の優越性を認めて保護す
ること。






























暦年間 (1751–1763)にかけて利息や取立ては厳しくなり、明和 2 (1765)年には取締令が発せ


















































































































 (a) deus、ラテン語、ポルトガル語、天主。 (b) limbo、ポルトガル語、辺獄。
 (c) inferno、ポルトガル語、地獄。 (d) mundo、ポルトガル語、世界、万物。
 (e) olivetum、ラテン語のオリーブ園から転じてオリーブ山の意。
 (f ) 四代、五代の教皇を指す説があるが不明。
 (g) papa、ラテン語、ポルトガル語、教皇。 (h) corôa、ポルトガル語、ロザリオ。
 (i) Constantinopla、ポルトガル語、コンスタンチノープル
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